

































































































なって、今年でちょうど 10 年目となる。“10 年”という言葉を聞いてふと思い出したのは、
学生の頃に参加した大好きな作家の講演会であった。その作家は、「作家でも何でも、何かを
始めたら 10 年は続けることが大切である」と、当時の私たち学生に対して熱心に語っていた。
　さて、その“10 年目”がとうとう私にもやってきた。
　私は大学院を修了した後、助手として働いた。この期間は、自分が主となり授業を担当する
立場ではなかったため、授業担当教員の補佐に従事していた。今思うと私は、この助手であっ
た期間に、『学びの最適化のために』重要な要素を学習する機会を得ていたと振り返る。
　助手として勤めていた頃は、教室内における「学習者」と「教育者」のやり取りを自分が
「観察者」として学べる機会が多々あった。そこで学んだことは、教育者は学習者の特性をよ
く知り、理解するように努めなければならないということであった。
　授業は毎回、学習テーマがあるため、ほとんどの場合、まず教育者から言葉が投げかけられ、
授業がスタートする。その投げかけられた言葉を学習者がキャッチすることが重要であり、
キャッチできなければ、授業は成り立っていかない。
　よく講義は教育者から学習者へ向けた一方向的な授業となる可能性が高いといわれている
が、この言葉のキャッチボールを教育者自身が意識しようとせず、講義の内容だけを一方的に
ずらずらと講話するのは、学習者にとって望ましい授業であるとは言い難い。教育者と学習者
の言葉のキャッチボールが成立し、双方間で学びが広がっていくのが授業の理想的な形である
と考える。よって単純に考えてみると、授業は教育者と学習者が、あるテーマに基づいた会話
を行う場であるともいえるため、教育者は学習者に歩み寄り、会話がしやすいような環境づく
りに努めることが重要となる。
